
                                                  

 

 

 

 

 

 本格的な寒さとともに、インフルエンザが流行しています。子どもたちの体調をしっかり見ながら、換気や手

洗い、うがい、水分補給などに努めてこの時期を乗りこえたいと思います。 

 『みてみてボード』に各クラスのごっこ遊びの様子やけやき組の劇づくりの様子を掲示してお知らせしていま

す。けやき組は 2月 10日の発表会に向けて、毎日劇の相談をして準備と練習に励んでいます。友だちと一緒に

劇を作ることが楽しく、テーマに向かってそれぞれが力を発揮して取り組んでいるので、どんどん劇が進化して

います。自分たちで考えたことを実現し形にしていく喜びを知っている子どもたちが、境こども園で過ごしてき

たこれまでのいろいろな経験を土台に作り上げる劇は、発表会当日までもっと素敵に進化するでしょう。楽しみ

ですね。保護者の皆様も『みてみてボード』にご注目ください。 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

令和 8年 2月発行 

境こども園だより 

公益財団法人武蔵野市子ども協会 

保育時間面談のおしらせ 

０～４歳児クラスの２・３号認定のご家庭

は、来年度に向けての保育時間面談を行いま

す。 

日時：2月 17日（火）、18日（水） 

   お迎え時 

・都合の良い日に行います。 

・都合がつかない方は別日に行います。 

・面談には母子手帳をお持ちください。 

～詳細は、後日お知らせします～ 

節分 
「節分」は季節の分かれ目を意味し、２月４

日（水）立春の前日２月３日（火）に「節分」

の豆まきを行います。 

旧暦では一年が春から始まり、立春は正月と

同じくらい大事な日でした。新春に向け悪いこ

とを引き起こす邪気や冬の寒気を払うため、豆

まきを行います。豆には霊力が宿るとされ、豆

を魔物の目（魔目
ま め

）に投げつけると魔を滅する

（魔滅
ま め

）ことができると考えていたそうです。

病気や災害などを鬼に見立てて厄を払い、皆が

健やかに過ごせるように立春の前日に行われ

てきました。 

園では、大豆は乳幼児にとって誤嚥の危険が

あるので使用せず、子どもたちと紙を丸めて豆

の代わりにしています。升を作ったり豆を作っ

たり準備をしながら、各クラスで節分の話も伝

えます。玄関には鬼が苦手な「焼
や

い嗅
か

がし」

（ 柊
ひいらぎ

にイワシの頭をさし豆がらを付けたも

の）を用意して追い払った鬼が戻ってこないよ

うにします。給食には節分にちなんでイワシの

つみれ汁と福茶（麦茶に大豆を入れて煮だした

お茶）が出ます。 

境こども園の子どもたちみんなが、健やかに

一年過ごせますようにと思いを込めた行事で

す。 

♪まめまき♪  ～うたってみよう～ 

1 おにはそと ふくはうち 

  ぱらっ ぱらっ ぱらっ ぱらっ 

  まめのおと 

  おにはこっそり にげていく 

2 おにはそと ふくはうち 

  ぱらっ ぱらっ ぱらっ ぱらっ 

  まめのおと 

  はやくおはいり ふくのかみ 


